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３

前
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
二
十
三
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、同
項
中「
ま

で
並
び
に
」
と
あ
る
の
は
「
ま
で
、」と
、「
第
四
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
項
ま
で
、
附
則
第
三
十
五
条
の
三

の
三
第
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
次
条
第
一
項
第
七
号
」
と
す
る
。

４

前
三
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
則
第
三
十
五
条
の
四
第
二
項
第
四
号
中
「
、
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
を
削
り
、「
、
附
則
第
五
条
の
四

第
一
項
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
を
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、同
条
第
四
項
中「
雑

所
得
に
つ
い
て
は
」
を
「
雑
所
得
に
つ
い
て
は
、」に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
四
号
中
「
附
則
第
五
条
の
四
第
六
項
、

附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
」
を
「
附
則
第
五
条
の
四
第
五
項
」
に
、「
、
附
則
第
五
条
の
四
第
六
項
及
び
附
則
第

五
条
の
四
の
二
第
五
項
」
を
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
第
五
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
五
条
の
四
の
二
第
二
項
中
「
と
は
、
当
該
」
を
「
と
は
、
同
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四

項
中
「
規
定
に
よ
つ
て
」
を
「
規
定
に
よ
り
」
に
、「
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
」
を「
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」

に
、「「
同
条
第
四
項
」
を「「
同
条
第
十
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
と
は
、
当
該
」
を
「
と
は
、
同
項
に
規
定

す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
規
定
に
よ
つ
て
」
を
「
規
定
に
よ
り
」
に
、「
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
」
を

「
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
七
条
の
三
を
附
則
第
三
十
七
条
の
四
と
し
、
附
則
第
三
十
七
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
暗
号
資
産
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

第
三
十
七
条
の
三

世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く
は
特
定
同
一
世
帯
所
属

者
が
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
六
第
四
項
の
事
業
所
得
、
譲
渡
所
得
又
は
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
七

百
三
条
の
四
、
第
七
百
三
条
の
五
及
び
第
七
百
六
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
七
百
三
条
の
四
第
六

項
、
第
七
百
三
条
の
五
第
一
項
及
び
第
七
百
六
条
の
二
第
一
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び

山
林
所
得
金
額
並
び
に
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
暗
号
資
産
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の

金
額
」
と
、
第
七
百
三
条
の
四
第
六
項
中
「
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
」
と
、

同
条
第
七
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
附
則
第
三
十
五
条
の
三

の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
暗
号
資
産
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
七
百
三
条
の
五
第
一
項
中
「
こ

の
項
中
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
項
中
山
林
所
得
金
額
又
は
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
六
第
四
項
に

規
定
す
る
特
定
暗
号
資
産
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
す
る
。

附
則
第
四
十
一
条
第
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
被
災
純
損
失
金
額
（
震
災
特
例
法
」
を
「
被
災
純
損
失
金
額
（
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
九
号
。
以
下
「
震
災

特
例
法
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
中
「
、
附
則
第
五
条
の
四
」
を
削
り
、
同
項
の
表
附
則
第
五
条
の
四
第
一
項
第
二

号
ロ
の
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
、
附
則
第
五
条
の
四
」
を
削
り
、
同
条
第
六
項
の
表
附
則
第
三
十
四
条
の
二

第
六
項
の
項
中
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
六
項
」
を
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項

中
「
、
附
則
第
五
条
の
四
」
を
削
り
、
同
項
の
表
附
則
第
五
条
の
四
第
六
項
第
二
号
ロ
の
項
を
削
り
、
同
表
附
則
第

三
十
四
条
の
二
第
六
項
の
項
中
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
六
項
」
を
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
七
項
」に
改
め
、

同
条
第
九
項
中
「
、
附
則
第
五
条
の
四
」
を
削
る
。

附
則
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
中
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
五
項
」
を
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
六
項
」
に

改
め
る
。

附
則
第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
」
を
削
り
、「
規
定
中
」
を
「
同
条
の
規
定
中
」
に
改

め
、
同
項
の
表
附
則
第
五
条
の
四
第
一
項
の
項
か
ら
附
則
第
五
条
の
四
第
一
項
第
三
号
の
項
ま
で
を
削
り
、
同
表
附

則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
の
項
中
「
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、「
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」
の
下
に「（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
九
号
）」

を
加
え
、
同
表
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
第
一
号
の
項
中
「
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第

一
項
第
一
号
」
に
、「
第
五
項
ま
で
若
し
く
は
第
十
項
か
ら
第
二
十
一
項
ま
で
若
し
く
は
第
四
十
一
条
の
二
」
を
「
第

十
八
項
ま
で
若
し
く
は
第
四
十
一
条
の
二
」
に
改
め
、
同
表
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
第
二
号
の
項
中
「
附
則

第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の

二
」
を
削
り
、「
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
字
句
」
を
「
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特

例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
十
一
号
）
第
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、「
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
十
一
号
）
第
十

六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
若
し
く
は
第
十
三
条
の
二
第
一
項
か

ら
第
五
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」」に
改
め
、
同
項
の
表
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
附
則
第

五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
を
「
附
則
第
五
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の

二
」
を
削
り
、「
規
定
中
」
を
「
同
条
の
規
定
中
」
に
改
め
、
同
項
の
表
附
則
第
五
条
の
四
第
六
項
の
項
か
ら
附
則
第

五
条
の
四
第
六
項
第
三
号
の
項
ま
で
を
削
り
、
同
表
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
の
項
中
「
附
則
第
五
条
の
四
の

二
第
五
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

法
律
」
の
下
に「（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
九
号
）」を
加
え
、
同
表
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
第
一
号
の
項

中
「
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
第
一
号
」
を
「
第
五
項
第
一
号
」
に
、「
第
五
項
ま
で
若
し
く
は
第
十
項
か
ら
第

二
十
一
項
ま
で
若
し
く
は
第
四
十
一
条
の
二
」
を
「
第
十
八
項
ま
で
若
し
く
は
第
四
十
一
条
の
二
」
に
改
め
、
同
表

附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
第
二
号
の
項
中
「
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
第
二
号
」
を
「
第
五
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
」
を
削
り
、「
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
」
を
「
同
条
第
五
項
第
一
号
中
「
又
は
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
と

あ
る
の
は
、「
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
第

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
若
し
く
は
第
十
三
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
五

項
ま
で
若
し
く
は
第
七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」」に
改
め
、
同
項
の
表
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
附
則
第
五
条
の

四
の
二
第
五
項
」
を
「
附
則
第
五
条
の
四
第
五
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
十
一
条
第
一
項
中
「
損
壊
し
た
家
屋
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
」
を
「
損
壊
し
た
家
屋
（
福
島
県
の
区

域
内
に
所
在
し
、
又
は
所
在
し
て
い
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
」
に
、「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」を「
令

和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
被
災
家
屋
」
を
「
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
滅
失
し
、
又
は
損
壊
し
た
家
屋
」
に
改
め
、「
土
地
（
」
の
下
に
「
福
島
県
の
区
域
内
に
あ
る
も

の
に
限
る
。」を
加
え
、「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
附
則
第
五
十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
附
則

第
五
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中

「
所
在
し
て
い
た
農
用
地
」
の
下
に「（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
農
用
地
を

い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
六
項
と
す
る
。

附
則
第
五
十
二
条
及
び
第
五
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
及
び
第
五
十
三
条

削
除

附
則
第
五
十
三
条
の
二
を
削
る
。

附
則
第
五
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
東
日
本
大
震
災
に
係
る
自
動
車
等
持
出
困
難
区
域
内
の
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
特
例
）

第
五
十
四
条

自
動
車
等
持
出
困
難
区
域
（
避
難
指
示
区
域
で
あ
つ
て
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
に
お
い
て
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
関
し
て
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
五
十
四
条

に
よ
る
改
正
前
の
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
が

市
町
村
長
に
対
し
て
行
つ
た
同
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
災
害
対
策
基
本

法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
警
戒
区
域
の
設
定
を
行
う
こ
と
の
指
示
の
対
象
区
域
で
あ
つ
た
区
域
の
う

ち
立
入
り
が
困
難
で
あ
る
た
め
当
該
区
域
内
の
自
動
車
又
は
第
四
百
四
十
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
軽
自
動
車
の

う
ち
三
輪
以
上
の
も
の
を
当
該
区
域
の
外
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
区
域
と
し
て
総
務
大
臣
が
指
定
し
て
公

示
し
た
区
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）内
の
自
動
車
が
、
次
に
掲
げ
る
自
動
車
で
政
令
で
定
め
る

も
の
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
自
動
車
は
、
第
百
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
当
該
自
動
車
に
係
る
自
動
車
等
持
出
困
難
区
域
を
指
定
す
る
旨
の
公
示
が
あ
つ
た
日
以
後
同
項
の
自
動
車

で
な
か
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

一

自
動
車
等
持
出
困
難
区
域
を
指
定
す
る
旨
の
公
示
が
あ
つ
た
日
か
ら
継
続
し
て
当
該
自
動
車
等
持
出
困
難
区

域
内
に
あ
つ
た
自
動
車
で
、
当
該
自
動
車
等
持
出
困
難
区
域
内
に
あ
る
間
に
用
途
を
廃
止
し
た
も
の


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